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ナイスブランチ 幹線絶縁器材
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施工方法

適用ケーブル

M-40AF
 型式 型式コード サイズ A B C D E F G 入数
  00010 小 238 61 3.0 170 36 47 21 30個（3セット×10箱）
 B（直線・分岐型） 00020 中 258 75 3.6 190 50 60 28 30個（3セット×10箱）
  00030 大 281 94 4.5 211 64 78 37 15個（3セット×5箱）

対応ケーブル
 単心 低圧ケーブル : CV単心、CVD、CVT、CVQ 低圧ケーブル : EM-CE単心、EM-CED、EM-CET、EM-CEQ

レジン不使用施工＜絶縁カバー工法＞

レジン使用施工＜レジン注入工法＞

種類

＜レジン注入工法＞ ＜絶縁カバー工法＞

●レジン使用施工の場合
（1）解体可能レジンを使用する場合は、架空、ハンドホ－ル内、マンホ－ル内、直埋では使用しないで下さい。但し、ハンドホ－ル内やマンホ－ル内で、ナイス
 ブランチの上に、重量物を置けないようにするか、人が踏みつけないような箇所に設置する場合は、問題ありません。例えば、ハンドホ－ルやマンホ－ル
 の壁面上部やスラブ下部（足のかからない箇所）にブラケット等で固定設置する場合。
（2）解体可能レジンを使用せず、一般の硬化型レジンを使用する場合は、ハンドホ－ル内、マンホ－ル内、直埋での使用が可能です。
（3）裸圧着端子を使用して行う場合のレジンは、解体可能レジンをお使い下さい。
 ※解体可能レジン「古河電工パワージェルFPG」「3M解体可能レジン4441J」／硬化型レジン「古河セルパック」「3MレジンNo,86J」

●レジン不使用施工の場合
（1）完全防水ではありませんので、屋外や水のかかる場所では使用できません。
（2）労働省の新工場電気設備防爆指針の危険場所（０種、１種、２種）に指定されている場所では使用できません。
 但し、マンションなどでPSが解放されているなど「濡れた燃料が滞留するおそれのない場所」に該当する場合は、使用できます。
（3）コンクリート直接埋設工法（JIS Ｃ ３６５０）には使用できません。
（4）非常電源用電線（耐火電線等）に接続の場合は、耐火接続の処理後に保護として使用して下さい。

■その他
◎製品に過度の衝撃を与えないで下さい。
◎製品は、直射日光を避け、熱気のこもらない方法で
　保管して下さい。　　  

取扱上の注意
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裸圧着端子又は、
C形コネクタを使用し、
ケーブルを接続する。

ケーブルにパテを巻きつける
(必ず幹線と分岐ケーブルの間にパテを入れる)。
※パテは不乾性、硬化型どちらも使用可能

幹線と分岐ケーブルを
インシュロックで
固定する。

ナイスブランチの中に接続したケーブルを入れ、
本体とケーブルをインシュロックで固定し、
ブランチとケーブルの隙間をパテで埋める。

蓋を被せインシュロックで4箇所を固定する。
その際、本体中央よりの1箇所に付属のステンレスバンドを使用する。

裸圧着端子又は、
C形コネクタを使用し、
ケーブルを接続する。

幹線と分岐ケーブルを
インシュロックで固定する。

ケーブルに不乾性パテを巻きつける
(必ず幹線と分岐ケーブルの間にパテを
入れる)。硬化型パテをご使用になられますと、
レジンが漏れ出すことがございます。

ナイスブランチの中に接続した
ケーブルを入れ、本体とケーブルを
インシュロックで固定し、ブランチと
ケーブルの隙間をパテで埋める。

レジンを中央開口口から
注入する。

蓋を被せインシュロックで
4箇所を固定する。
その際、本体中央よりの1箇所に
付属のステンレスバンドを使用する。

又は 又は

又は 又は

又は

又は

用途：屋内・屋外用

用途：屋内用

インシュロック

ケーブル

パテ処理

小

中

大

（付属）
ステンレスバンド

特長・用途
●一つの製品でレジン注入工法、絶縁
　カバー工法に対応できます。
●分岐ケーブルサイズの接続変更が
　生じても再利用が可能です。
●開口が広いのでレジン注入が容易です。
●硬質樹脂を採用しているので、より
　安心・安全です。
●ローコストを実現。
●ビル・マンション・ホテル・工場など、幹線
　ケーブル等の低圧配線（屋内・屋外）の分岐
　接続（直線接続・分岐接続）に使用します。

 
サイズ

 　　　　　　　　　　  レジン使用施工  
レジン必要量

 　　　　　　　　　　レジン不使用施工
  裸圧着端子使用 C形コネクタ使用  裸圧着端子使用 C形コネクタ使用
 小 8mm2～60mm2 8mm2～100mm2 340mℓ 8mm2～100mm2 8mm2～100mm2

 中 100mm2～150mm2 150mm2～200mm2 600mℓ 150mm2～200mm2 150mm2～200mm2

 大 200mm2～３２５mm2 250mm2～４００mm2 1000mℓ 250mm2～325mm2 250mm2～４００mm2  
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材料物性表

ナイスハット Hタイプ

試験成績表

 項　目 単　位 本　体
 体積抵抗試験（絶縁抵抗試験） Ω-cm 1011
 絶縁破壊試験（耐電圧試験） KV/mm 37
 荷重たわみ温度（耐熱性試験） ℃ １０２
 材　質 ー ポリプロピレン

ナイスグローブ、ナイスブランチ
 項　目 単　位 試験条件・規格 物性値
 体積固有抵抗（1000V） Ω-cm ー 3.7×1017
 絶縁破壊強さ KV/mm ー 35
 熱変形温度（低荷重〈0.45MPa〉） ℃ ASTM D648:06 113
 燃焼特性 （mm） UL-94 V-2（１．６）
 材　質 ー ー 耐候性ポリプロピレン

リングスリーブ JIS C 2806
 試験項目 試験内容 結　果
 外観試験 仕上り、表示 支障なし
 寸法試験 外径、肉厚、長さ 適合
 めっき厚試験 1μｍ以上 適合
 圧着接続性試験 表面、切断面 支障なし
 温度上昇試験 E-小 ２０Ａ、E-中 20A、E-大 30A 適合  通電　30K以下
 ヒートサイクル試験 E-小 ２6Ａ、E-中 30A、E-大 45A 適合  25サイクル目 50K以下、125サイクル目 58K以下

トーメーコネクタ JIS C 2813
 試験項目 試験内容 結　果
 構造試験 構造、材料、仕上げ、表示 支障なし
 充電部への接触防止試験 試験指にて１０N 支障なし
 導体の抜差し試験 5回抜差し 適合
 ねん回試験 毎分10回転、連続150回 適合
 引張試験 線径φ1.6mm　50N、　   適合  　 線径φ2.0mm　60N、1分間
 耐湿試験 91～95%RH　25℃　48時間 支障なし
 絶縁抵抗試験    DC500V　5MΩ以上 支障なし
 耐電圧試験 AC2500V　1分間     異常なし
 自重落下試験 毎分5回転　連続50回 異常なし
 温度試験 線径φ2.0mm　３０Ａ通電 適合  45K以下
   線径φ1.6mm　21A,   
 電気的性能試験    線径φ2,0mm　30A通電 適合
  30℃⇔40℃ 　192回
 耐熱試験（1） 70℃　168時間 支障なし
 耐熱試験（２） 85℃　1時間　支障なし 支障なし  φ5の鋼球で20Nの静荷重1時間

ナイスハット Mタイプ
   　　　　　　　M-窓付  　　　　　　　　　　　M-弁付  M-防雨型・M-防水型
 項　目 単　位 本　体 窓　部 本　体 弁　部 本　体
 体積抵抗試験（絶縁抵抗試験） Ω-cm 1016 1013 1015 1016 3.7×1017 
 絶縁破壊試験（耐電圧試験） KV/mm 20 31 30 20 35
 耐熱性試験 ℃ １０５ １３０ １３9 １０５ １１３
 難燃性試験 区　分 V-2 V-2 V-2 V-2 V-2
 材　質 ー 難燃性ポリプロピレン 透明ナイロン ポリカーボネート 難燃性ポリプロピレン 耐候性ポリプロピレン
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チャンネル登録はコチラ公式ＨＰはコチラ

公式ホームページ 公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル

2025.1 N

札　幌　011 786 0101
旭　川　050 3151 0101
千　歳　050 3174 0101
函　館　050 3144 0101
青　森　017 753 0101
秋　田　018 863 0101
山　形　023 624 0101
盛　岡　050 3132 0101
仙　台　022 788 0101
仙台北　050 3102 0101
福　島　024 545 0101
郡　山　024 961 0101
栃　木　028 656 0101
新　潟　025 286 0101
長　岡　0258 21 0101
群　馬　027 346 0101
水　戸　029 248 0101
茨　城　0298 24 0101
埼　玉　048 685 0101

西埼玉　049 262 0101
熊　谷　050 3116 0101
千　葉　043 232 0101
成　田　050 3110 0101
船　橋　047 431 0101
　柏　　050 3172 0101
君　津　0439 55 0101
東　京　03 5626 0101
南東京　03 3799 0101
西東京　03 3301 0101
北東京　03 5647 0101
八王子　042 646 0101
多　摩　042 369 0101
横　浜　045 474 0101
南横浜　045 813 0101
厚　木　046 228 0101
川　崎　044 799 0101
山　梨　055 275 0101
長　野　026 259 0101

松　本　050 3135 0101
静　岡　054 283 0101
沼　津　050 3145 0101
浜　松　053 464 0101
名古屋　052 712 0101
南名古屋　052 770 0101
小　牧　0568 73 0101
三　河　0566 77 0101
豊　橋　050 3092 0101
岐　阜　058 246 0101
三　重　059 226 0101
四日市　050 3093 0101
富　山　076 422 0101
金　沢　076 260 0101
福　井　0776 23 0101
滋　賀　077 582 0101
敦　賀　050 3096 0101
京　都　075 778 0101
福知山　050 3106 0101

大　阪　06 4394 0101
大阪彩都　072 647 0101
大阪北　072 820 0101
大阪東　072 962 0101
大阪南　072 250 0101
池　田　072 777 0101
阪　和　073 477 0101
奈　良　0744 32 0101
神　戸　078 578 0101
姫　路　079 235 0101
岡　山　086 243 0101
南日本海　0859 35 0101
出　雲　050 3177 0101
福　山　084 926 0101
広　島　082 501 0101
山口東　0834 25 0101
山口西　083 283 0101
高　松　087 886 0101
徳　島　088 625 0101

松　山　089 952 0101
高　知　088 866 0101
北九州　093 603 0101
福　岡　092 474 0101
佐　賀　0952 26 0101
佐世保　0956 34 0101
長　崎　095 848 0101
大　分　097 556 0101
熊　本　096 389 0101
宮　崎　0985 51 0101
都　城　050 3154 0101
鹿児島　099 253 0101
沖　縄　098 954 0101
宜野湾　098 898 0101
石　垣　ご連絡は沖縄まで

札　幌　011 783 0101
旭　川　050 3152 0101
千　歳　050 3114 0300
函　館　050 3149 0101
青　森　017 728 0101
秋　田　018 864 0101
山　形　023 625 0101
盛　岡　050 3134 0101
仙　台　022 782 0101
仙台北　050 3098 0300
福　島　024 546 0101
郡　山　024 941 0101
栃　木　028 664 0101
新　潟　025 287 0101
長　岡　0258 46 0101
群　馬　027 377 1000
水　戸　029 247 0101
茨　城　0298 26 0101
埼　玉　048 687 0101

西埼玉　049 264 0101
熊　谷　050 3164 0101
千　葉　043 234 0101
成　田　050 3110 0300
船　橋　047 495 0101
　柏　　050 3107 0300
君　津　0439 54 0101
東　京　03 5628 0101
南東京　03 3790 0101
西東京　03 5382 0101
北東京　03 5838 0101
八王子　042 697 0101
多　摩　042 362 0101
横　浜　045 476 0101
南横浜　045 814 0101
厚　木　046 229 0101
川　崎　044 754 0101
山　梨　055 251 0101
長　野　026 235 0101

松　本　050 3138 0101
静　岡　054 288 0101
沼　津　050 3173 0101
浜　松　053 466 0101
名古屋　052 711 0101
南名古屋　052 747 0101
小　牧　0568 72 0101
三　河　0566 72 0101
豊　橋　050 3120 0300
岐　阜　058 247 0101
三　重　059 227 0101
四日市　050 3121 0300
富　山　076 493 0101
金　沢　076 263 0101
福　井　0776 26 0101
滋　賀　077 583 0101
敦　賀　050 3123 0300
京　都　075 777 0101
福知山　050 3099 0300

大　阪　06 6554 0101
大阪彩都　072 853 0101
大阪北　072 824 0101
大阪東　072 911 1000
大阪南　072 258 0101
池　田　072 770 0101
阪　和　073 475 0101
奈　良　0744 33 0101
神　戸　078 512 0101
姫　路　079 234 0101
岡　山　086 245 0101
南日本海　0859 23 0101
出　雲　050 3117 0300
福　山　084 928 0101
広　島　082 279 0101
山口東　0834 26 0101
山口西　083 255 0101
高　松　087 805 0300
徳　島　088 655 0101

松　山　089 965 0101
高　知　088 861 0101
北九州　093 602 0101
福　岡　092 483 0101
佐　賀　0952 65 0101
佐世保　0956 55 0300
長　崎　095 843 0101
大　分　097 553 0101
熊　本　096 349 0101
宮　崎　0985 50 0101
都　城　050 3158 0101
鹿児島　099 286 0101
沖　縄　098 969 0101
宜野湾　098 890 0101
石　垣　ご連絡は沖縄まで


